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年
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問
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号

「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
百
六
十
六
回
国
会
に
お
い
て
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
「
最
終
処
分
法
」
と
い

う
）
及
び
「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
）

の
改
正
案
が
成
立
し
た
が
、
十
分
な
質
疑
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
多
く
の
疑
問
点
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
地
選
定
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
も
質
問
し
て
き
た
が
、
な
お
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
点
が
あ
る
。

よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

一

原
子
炉
等
規
制
法
第
五
十
一
条
の
二
に
加
え
ら
れ
た
「
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
」
の
定
義
中
に
「
人
の
健
康
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
」
と
の
説
明
が
、
ま
た
、
最
終
処
分
法
第
二
条
に
加
え
ら
れ
た
「
第
二
種
特
定
放
射
性
廃
棄

物
」
の
定
義
中
に
「
長
期
間
に
わ
た
り
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
」
と
の
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
明

は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
及
び
Ｔ
Ｒ
Ｕ
（
長
半
減
期
低
発
熱
放
射
性
）
等
廃
棄
物
の
特
徴
を
説
明
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
必
ず
し
も
明
快
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
の
趣
旨
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

二

最
終
処
分
法
の
改
正
に
よ
り
「
第
二
種
特
定
放
射
性
廃
棄
物
」
（
Ｔ
Ｒ
Ｕ
等
廃
棄
物
）
を
「
第
一
種
特
定
放
射
性
廃
棄

物
」
（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
）
と
併
置
処
分
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
「
第
二
種
特
定
放
射
性
廃
棄
物
」
に
つ

一



い
て
は
固
化
方
法
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
未
だ
不
確
定
な
点
が
多
い
。
そ
う
し
た
点
の
確
定
を
待
た
ず
に
法
改
正
を
行
っ
た
こ

と
は
性
急
に
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

三

前
記
両
者
の
併
置
処
分
が
相
互
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
委
員
会
が
ま
と
め
た
「
長
半
減
期
低
発
熱
性
放
射

性
廃
棄
物
処
分
技
術
検
討
会
報
告
書
」
（
二
〇
〇
六
年
四
月
）
に
お
い
て
も
、
な
お
検
討
評
価
す
べ
き
点
の
多
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
検
討
評
価
を
待
た
ず
に
法
改
正
を
行
っ
た
こ
と
は
性
急
に
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の

見
解
は
い
か
が
か
。

四

最
終
処
分
法
第
二
条
の
「
代
替
取
得
」
の
定
義
の
中
に
「
特
定
加
工
」
の
語
が
あ
る
。
代
替
さ
れ
る
側
の
Ｔ
Ｒ
Ｕ
等
廃
棄

物
と
し
て
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
混
合
酸
化
物
）
燃
料
加
工
の
廃
棄
物
も
あ
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
そ
う
な
の
か
。
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
こ
れ
は
従
来
の
説
明
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
。

五

代
替
取
得
に
つ
い
て
日
本
側
は
「
オ
プ
シ
ョ
ン
料
」
と
し
て
約
六
百
五
十
億
円
を
支
払
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
オ

プ
シ
ョ
ン
料
」
と
は
い
か
な
る
性
格
の
も
の
か
。
支
払
う
こ
と
の
正
当
性
に
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
点
で
政
府
の
見
解
を
問

う
。

六

最
終
処
分
法
第
五
十
六
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
の
「
受
託
業
務
」
で
同
機
構
が
受
託
処
分

二



で
き
る
も
の
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。
改
正
前
の
定
義
と
の
違
い
は
何
か
。

七

高
知
県
東
洋
町
に
お
い
て
最
終
処
分
場
候
補
地
調
査
の
応
募
撤
回
に
至
っ
た
結
果
を
理
解
活
動
の
不
足
と
と
ら
え
、
強
化

策
を
図
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
公
募
開
始
以
来
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
及
び
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
は
そ
れ
ぞ
れ
理
解

活
動
に
ど
れ
ほ
ど
の
金
額
を
使
っ
て
き
た
の
か
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催
、
各
種
説
明
会
、
施
設
見
学

会
、
テ
レ
ビ
等
広
報
番
組
、
テ
レ
ビ
等
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
新
聞
広
告
、
座
談
会
等
新
聞
企
画
、
雑
誌
広
告
、
ポ
ス
タ
ー
の
製

作
・
掲
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
制
作
・
配
布
、
そ
の
他
の
各
項
目
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

理
解
活
動
の
不
足
と
は
、
前
記
金
額
で
は
不
足
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

九

二
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
た
東
洋
町
議
会
特
別
委
員
会
で
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
放
射
性
廃
棄
物
対
策
室
の
吉
野
恭
司
室
長

（
当
時
）
は
「
事
業
内
容
を
十
分
に
検
討
せ
ず
に
（
最
終
処
分
場
候
補
地
調
査
へ
の
）
応
募
書
を
提
出
し
て
き
た
ケ
ー
ス
は

複
数
あ
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
事
実
か
。
複
数
と
は
具
体
的
に
何
件
か
。
そ
れ
ら
に
対
し

て
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
か
。

十

文
献
調
査
に
対
す
る
交
付
金
は
、
今
年
度
予
算
で
は
何
件
分
、
い
く
ら
を
見
込
ん
で
い
る
か
。
使
わ
れ
な
か
っ
た
予
算

は
、
次
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
の
か
。

三



十
一

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
の
今
年
度
予
算
で
は
、
文
献
調
査
の
費
用
と
し
て
何
件
分
、
い
く
ら
を
見
込
ん
で
い
る

か
。
文
献
調
査
、
概
要
調
査
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ
一
件
あ
た
り
い
く
ら
く
ら
い
の
経
費
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

十
二

二
月
二
十
五
日
付
朝
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
望
月
晴
文
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
は
「
予
備
的
な
調
査
と
は

い
え
、
受
け
入
れ
た
自
治
体
に
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
問
題
を
国
民
を
代
表
し
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
自
治

体
を
二
分
す
る
よ
う
な
議
論
も
起
き
う
る
わ
け
で
、
相
当
大
き
な
重
荷
を
背
負
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
の
見
返
り
に
交
付
金
を

出
す
の
は
合
理
的
だ
」
と
答
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
八
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
答
弁
に
立
っ
た
甘
利
明
経

済
産
業
大
臣
は
、
「
言
わ
ば
迷
惑
施
設
を
受
け
入
れ
る
政
治
的
リ
ス
ク
も
当
然
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、

勇
気
を
持
っ
て
や
っ
て
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
国
が
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
説
明
は
、
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
が
目
的
と
し
て
う
た
う
「
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
発
電
用
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
に
資
す
る
こ
と
」
と
趣
旨
が
違
う
の
で
は
な
い
か
。

十
三

九
月
十
二
日
に
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
電
気
事
業
分
科
会
原
子
力
部
会
放
射
性
廃
棄
物
小
委
員
会
が
ま
と
め
た

「
報
告
書
中
間
取
り
ま
と
め
（
案
）
」
で
は
、
「
国
が
文
献
調
査
の
実
施
の
申
し
入
れ
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
」
と
あ

る
。
し
か
し
、
処
分
事
業
は
、
原
子
力
発
電
事
業
者
が
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
に
処
分
を
委
託
す
る
こ
と
で
行
わ
れ

四



る
。
処
分
の
委
託
者
で
も
受
託
者
で
も
な
く
、
む
し
ろ
規
制
監
督
者
で
あ
る
国
が
申
し
入
れ
を
行
う
こ
と
が
あ
り
う
る
の

か
。
あ
り
う
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
法
的
根
拠
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

五


